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カンキツ園における土着天散利用技術と今後の十PM体 系

金子 修治
解岡県震林技術研究所果村研究センター

現在 静 岡県のカンキツ識培における主要病言虫は

チャツキイロアプミウマ ミカンハダニ 黒点病である

また 最近では カイガラムシ類〈ヤフネカイガラムシ

イセリヤカイガラムシ リレピーロウムシ ヨナカイガラ

ムシ類)の 防断回線も増えている 本稿では、これらの

時書虫の特徴と崎除の現状 梨剤防除寺を分した病富虫

や天顧間の相互関係 土着天敵利用技術 ウ後想定して

いる PM体 系などを紹介する

チャンキイロアサミウマ

本種は カ シキツ類の果実表面を吸汁して幌をつけ

外観品質を低下させる重要言虫である 本種を対象とし

た防際では イし宇台威殺虫煎 主にネオニコチフイト系

剤)が  6月 から9月 にかけて計 4～ 5回 散市されて

いる。このため 本 種における葉剤lR抗性の発達や 他

書虫 〈ミカンハダニ カ イガラムシ類等)の 上言天敵に

対する活動ID怜JとリサージェンスがRF念される。
これまで静岡県相揺試験揚 (現 1果間研究センター)
では 光度劉シートマルチを利用した本種の防踪較縮P3

発に取り組み その崎瞭効果と作用機構 利用条件等に

ついて明らかにしてきた り )し現在のところ 光反劉
シートマルチは夏季の利用が難しい (水分供給 施肥が

困難)こ とから そ のAHU同時期は主に 8月 下旬以降に

限定される また 傾斜地園ではB光 の反剣量が 1/なく

なるため陶除効果は期待できない

このため 最近 当果倒センターで|よ茂酸カルシウム

微粉末剤 (以下 白 色剤 t図 1)を 用いたFt除手法の腱

立に取り組んでいる。本剤は 白石カルシウムと当セン

ターが共同で研究開発した製剤で、2012年 9月 現在
「IJんきつ」の 「チャノキイロアサミウマ」に対して穣
築登録を取得し 商品名 「ホワイトコートJと して販亮

されている 白色剤のカンキツ樹への散布は 本種の果

実への寄生及び被害を抑制することができる この電生

抑制作用は カンキツ樹に日色剤が付彗すると票からの

反13光の渡長組成が大きく変4しするため 本種が雪=植

効と判断しなくなることに超因すると吉えられている

暴近の現地ほ場における実証試験では 本剤 25倍 を
6月 上旬と7月 中旬にl12回 散布吹 鴎台には 6月

から8周 にかけての慣行4ヒ学殺虫剤 3～4回 の散布と

ほま同害の防除効果が得られている また本剤は実実品

質 (サイズ 精 度 酸 含曇 等 級)に 対する影響もない

ことが慶協の光セツサー選察機を用いた嶋査から明ら

かとなつている 30えて ミカンハダニの天敵類の活動
に対する本剤の影響は比較的少ないことが示唆されて
いる 今 後は 本剤のカイガラムシ類の天敵 (tH入及び
土書)こ対する影害を評価呟 天徹の温存とカイガラム

シ類の低曽度維持が司能か検討t/F_い

ミカンハダニ

本種はカシキツ類の葉や黒実の表面を吸汁し 白いカ
スリ状の加書原を残す 特に 粟実が書色した後におD晋
されると 衆度のオレンシ色の色つやが悪くなり、その
商品価値が著しく低下する かつて(00年 代まで)よ
年間4～5回 の栗剤崎除が実施され このうち化宇含威
報ダニ剤が3～4□ 散布されていた(それ以外の防除に

はマシン溜男剤を使用)こ のため 殺 ダニ剤に対する
菓剤拓抗性の発達と新剤開発この「いたちごぅこJ力愉
いていF_
そこで 当 センターでは2文Ю年以降 本種の工着
天練を有効活用した崎昧体系の構築に取り組んできた
その成果として 土 言天敏の種轄成は県内産地 〈地域)
1こよつて実なること〈県東部ではキアシクロヒメテント
ウ等の中虫類 中部 西吉8ではミヤコカフリダニ湖猥占)
薬剤に可する慰受性は天敵種によつて実なること(ミヤ
コカフリダニは感受性I」Fl●い)を明らかにした このた
め ミヤコカブリダこが優占する地域では チャツキイ
ロアザミウマを対象としたネオニコチノイト系剤主体
の慣行崎除体系においても 夏季は本天散の活動によつ
て 殺ダニ剤による崎除を 1～2回 樽U河できることが示
された この成果により 現在の県中部 西き,のカンキ
ツ崎除暦では夏季の契剤叡市が省幡されている(6月の
マシン油乳利と7～8月 の合成殺ダニ剤を肖J除)
しかしながら このような地域においても ミヤコカ
フリダニに対して彰どの強い殺虫剤がllk布された場合
や高温乾燥の気象条件が長く続いた場合には、ミカツハ
ダニが甚発生は 間全体の要が自っほくなってしまうこ
とがある。業の30書に関しては 最近の当センターによ
る試験から ミカンハダニの多発生が3年間続いたミカ
ン開 く下ット植え)では 果実の精度が有態に低下する
ことが示されている 加えて 栗剤感受性が高いキアシ

国Ⅲ 炭 酸カルシウム剤を散布したミカン欄



クロヒメテントウが優占する県東3『では 天敵を保護

活用するためには チャツキイロアザミウマを対象とし

た殺虫剤のうち本理に煮]する影響が小さい剤を選択す

る必要がある (影理がいさい剤の種類はりないう

このような理由から 最 近では ミ カンハダニの上吉

天徴を「より安定的Jこ有効活用する技術の確立が求め

られている。天散の積極的な保護技術に関しては 過去
の当センターにょる研究から カンキツ国内に下車とし

てナギナタカヤを植莉することによリ カブリダニ類に

建冬腸所を提供し ナ ギナ'ガ ヤが 3ヽ死する 6月 以に

(図2)の カンキツ田上でのカブリダこ類の発生 (チギ

す,ガ ヤから移動)とミカンハダニに対する音度姉 ↓を

安定化できることが示されている ま た 上述の白色剤
はミカンハダニの上吉天敵に対する彰響加 L較的少な
いことが示唆されるため 現在 ナギナタガヤ下車栽嬉

と自色斉J散布を組み含lDせることによリミカシハダニ

をさらに安定的に低密度に維持できるか検討しており

33Ⅲ2年 の試験から十ま良好な結果が得られている

66D)を 用いF_黒点痛の随除体系が提案されている

残るながら 本剤はシマンダイセン等にとしべると防lI効
寮は明らかに劣ることから その使用は有棲執塔等に限
定されると8わ れる ま F_ 本言Jの夏季 (高温時)の 案
書発生を軽減するためにクレフノン(成分十誠 勢カルシ

ウム)を 加用する必要がある
一方 多くのカフリダニ類よ シ マンダイセンの散布
による影響を受けやすいことが済0られている 仮に銅水

TO剤がツマンダイセンと比べてカフリダニ類に対する

影曹が小さいなら|ま綱水和剤の散布によリカフリダニ

類を温存してミカンハダニをほ密度に経時できる司能
性がある ま F_票 害鑑瀬に用いるクレラフンを 成 分

は 酸カルシウム)が同一であるホワイトコート(自色
剤)で代菖できるならば チャツキイロアプミウマに対
する防除と兼用できるかもしれない これらの司能性に
ついて 現在 当 センター内のミカン国で検討を行つて

おり ,後 その結果を公表していきたい

今後のカツキツ IPM体 系
上述の橋果を踏まえて 次のようなPM体 系を替定し
ている (表1)ま す チ ャツキイロアザミウマに対し
ては 夏 季 (6～8月 )は 白色剤 Q回 )9月 はlt宇殺
虫剤 (1回)又 は光反射シートマルチを用tヽ ミカンハ

ダニに支9しては す ギナ,ガ ヤの下車利培をベースに

冬季のマシン油乳剤 〈H回)と 秋季の1し学合成殺ダニ剤
(1回)を 散布し 受 手は上着天餓を有効)3用する 黒
点痛については 現時点では シマンダイセツやMダ イ
フアーを主体とした崎除を想定している 最近増a購 向
にあるカイカラムシ類では 冬事にマシン油ヨし剤(1回)

を散布し 夏季1ま化学殺虫剤を使用しないことによる天

激類の保護 活 用を目指したい た だし カイガラムシ

頬の密度が高い場合には その被雷をできる限り早く抑

制する必要があるため IGR剤 をFI布する trた 夏

季の白色剤へ変更に伴い 従来は殺虫剤て抑制されてい

た喜虫類槌 加する可能性もある このような喜虫種を

把握し 天顧の保護 活用と商立できる適働な崎除手を
を確立することが今後必要である

■   ャ  ・ と .■=
□2ナ ギす,カ ヤを草生栽増するミカン固

(6月 ゆ旬 |ナギサ,ガ ヤは43死し倒伏)

黒点病

本癌はカツキツ類の察実表面に0打 ～05mm程 度の

丸型の小黒点を発生させる糸状菌病富であリ シマンダ

イセン水呑0剤やMダ イフアー水和剤を主体としF_殺箇

剤が 6月 から9月 にかけて計 4～ 5口 散布されている

最近 有機勅店でも使用司能な銅水不0剤 (ICポ ル トー

表 1 茂 隣カルシウム伸糊末剤 (ホワイトコート)を 組み入れた温州‖ミカン崎昧
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養蜂というなりわいの変遷
～ミツバチ産業衰退の実態と私の提案～

越智 孝
有限会社 ピーライン

人は古いものを好みます たぶん そ の好奇,bからミ

ツバチを飼い始めた 13元前からミッバチの群れは武謡

にも使われ 暉蜜標りや飼胃が始まつていtrす つ もア

フリカでほミッカシエ Honヴ su doと いう烏に話われ

暉雪を採り 暉 雲適も作ります。宗教とま蜂の関lrにも

敷多くの話題が見つかります ミツバチに関係する古典

を渦べていると江戸時代まで1さ宗教と結びついた事福

も多く ウも地万に残る虫送りのような防除を神や仏に

祈り 依頼するようなib根と同じような展敬の志から芽

生えたと思える事録がミツバチと人の関係にも阜近に

あつたようです

文明関fヒ以降の養鮮

明治になり 革新的な震業技術の一つとしてセイヨウ

ミッバチれ な "胡 "窃2が 輸入された以降 生 産雲と

効率を這い求めた窒蜂技術書が一暇に琶及しました 宮

媛では大沖の下井氏が H897年 (明冶 3Э年)燎  ス

イスに遺り 近代重蜂実箱の実砕に張る蜜螺実礎の製造

を習得して 帰 国 1的 O年 (明治 32年 ,頃  愛 隈

で製造 全国に先駆けて販売を始めています 現 IttもA

幡浜市で営業を続けています 大 きな転機は戦争です

食料増度でミツパチよ有用昆虫として記48されたこと

です ミ ツパチ飼育吉には軍の徴用が免除されたうえ

蜜鯨1揮 需品となり 蜂 雪は米や麦と物々交換され 当

85 世 間から1ま特別待渥されたようです

国産の摩盟と輔入野蜜

戦後の砂糖のない時代にも螺聾は珍堅され続|〕袴福

な富蜂家七全国各地に現れました し かし 査蜂の源で

ある栖留 源|の咲く地域を確保するための鍵張り争い

や法定伝染病アメリカ廃岨病 内、o“∽ n bubrα 週

d soasoの受延などが問題となり それらの防止目的rJ

どで養1言う振興法が制定されました 当時の養蜂の主な

目的は蜂蜜や雪嫌の生産であっF_そうです

1鈍 3年 08和 38年 )に蝉望輸入が自由化されました

中国からの安価な商品て高止まりしていた国内の蜂蜜

の販売に打撃を与え続けました そのような状況で重蟻

家のなかには瞬蟹やローヤルゼリーなどの輸入品を率

先して販売する業者や有名デパートや通信販売で収盃

を上げる業者が現れました また食昂である貫蜂生産物

を俗に健康食品と呼ばれる業界で南しヽ 高収益を上げる

業者が現れました 特 に日本の高度成長期以降 輸 入商

昂の増10に伴い 消費者を惑わすような重媛生産物の価

む葦と品質が問題視されていました

セイヨウミツフヽチ飼者の苦盤

高度成長期以降 輸入暉蜜が増加した頃から蝶蟹生産

が主体である国内のセイヨウミツフヽチ飼育業者に大き

な生産性低下の変化が起こりました そ の上 つまで3

生ダニがいても間葱なかつた働き蜂の塑に奇形が見つ

かり 発 吉不良が多くなりました 原 因と思われるミツ

バチヘギイタタニ あ` rrcka mにeの 駆除が b4要になりま

した この辺の奇形や発膏不良はウイルスや網画などが

輸入蜂蜜なとと共に持う込まれ 電生ダニなどによって

も煉介されて起こっF_と言えています ま た 1975

年 (3召和 50年 )以 降 裏 菌性のカピによるチョーク病

Chakbtt dttasoも 広がりました

日本経済が成長を続|サる一方で き境をむかえた重蜂

業界の現状を発展的に解消しようとするlJ動もありま

しF_ 発 三十回国際養蜂会議十通称アピモンティア

Ap mond a名 古屋大会が H鈍 5年 佃召和63年 )こ関催

されました 現在も業界のRI察となっているま蜂生産物

の品質向上 鹿葉被喜やニホシミツ′ヽテの保護などにつ

いても33し含われ 大 会決譲文に記録されています し

かし この決jIはあttrり生かされす そ の後の健康良品

フームなどで業界の目線はこの決dfHから通れたようで

近年のミツパチ不足で再び同しような薔察内容の論誘

が続いています
―ん ―肢の農業にも大きな変化が起こつていました

消費吉嗜好の変化などの影響で ミカン産地は作付面積

を制限 溺反を,合めました し ングも鞄力回復などの肥

料の役目もrJく 稲 作地帝で見られなくなりtrした

1975年 -1985年 〈昭和 50-60年 )代  国 内蟻蜜

の生産重は下落 h‐入品の拡販により 消 捜t価 格も下

通しました イチヨやメロンなどの栽培はFaL好の変化よ

り 増 え続け 花 糊交配用ミツフ(チによる収入が暉蟹の

河収を補う収入源となりtrした 1975年 (33To 50

年)代後半から現在まで隼蜜販売の双収を長年裕つてい

ます し かし 花粉交配用ミツバチは温室内の温度差や

温室の形吠や穣薬の影型などでミツパチの勢カカ曙 し

く消耗します ま た 養 蜂規模のII六ができなければ

企業的に成り立にない仕事です この 10年 余りは揮蜜

販売の減収や葦暉業書の高齢化におoえ 北海連などに移

動する大規模養暉家とつながつたま峰講具間屋のJ 売ヽ

販売などに押され 全国各地の中規模の首盛家よりしす

つ消減してゆきました この衰退するなりわいを消費者

FD3けには大田の輸入蜂蜜などで需要を補つたり 施設園

芸緩家FD3けに1ま毎年 各地で当り外れがある花tD交配用

ミッ′ヽチ群の数Eを 輸入女王蜂で補つたりしていたこ



とが最Ilのま螺問題の起点となつています (図 日から施行後の行政対応について ある県の行政関係吉

からはセイヨウミツバチ業者に特に影どはな↓ヽ あるい

は新親飼育者の層出規制があると言われています

この成り行きを垢査してみると 長年振興法の中で婁

退したセイヨウミッバチ董蝶の線本的な行政に関係す

るような間態は改善されていないようです 国内のミツ

バチにこのような疾痛があるかを末だに知らなt‖天況

で抗生効要やミツパチ寄生ダニ用殺ダニ剤が便用され

ています。あまり公表されす査蛭業者間で問題視されて

いる例に予防的に投5さ れる抗生物質ミロサマイシン

の耐性菌の出現や殺ダニ剤の乱用から殺ダニ剤の日輸

宙売などもあります 法律改正と同時進行で表立つた論

議もされすにテラマイシツ登録作業が進められていま

す 末登録のテラマインシ4J m性菌対策で長年投与され

続け 今 になってミツバチ用に登録申績中です こ のよ

うに国民の安全安bが 軽視されている現状があります。

猛号と虫と夢の農葉

蟹嫌業界は他の農業関係業界との関わりも未熟て と

くに 6年 以上前から間鐘視されている稲や実桐などの

散市醍薬破書に対する責]忘は入り08需うのようで傷当

たり的と見えます

異常気象の年と言われた 20シ ー20D3年 (平成 14
-15年 )頃  ア メリカ国内でミツバチヘギイタダニの

校害が広がり 国内の貫蝶関係研究者の間でも話題にrJ

りました。その後 2KIC 5年 (平成 17年 )5月 の国

内の新聞報道により 日本登蟻はちみつ協会間rt者がア

メリカの雑話編豪苦からミッパチ大E死 と失鯨の情報

を入手しtrした そ れは後|こ ラ メリカ国内で 03Dと

呼|ま■その原因を窯る過程でミツバチヘギイタダニの

鞭吾やアシア原産とされるツゼマ廃の一種(A住ゎ砲

6%3"jや ミツバチに対する穣作物などの散布穣栗

穣番についての話題が多くなりました この腹に国内で

も北海道や各地の果制地域でミツバチ大曇死綬雷が始

まりました し かし -3『の被雷を受けた養蜂家獅 々

に対府するのみてした

実はこの CCDに ついては アメリカ国内で話題にな

つたミツバチヘギイタダニの被喜やフゼマ病は日本の

董峰関係者が間わったと層われることもあります.

1972年 (8召〒o4r年 )か られ076年 (83和5司年)

に南米 パラグアイヘの UCA援 駒やブラジルの日系養

蜂業者にミツパチ群が 4口 で計 94群  輸 出されてい

ます これらの輸出によって南米にミツアヽチヘギイ'ダ

ニが広がり さらにそれは辛ラーピーと呼ばれるアフリ

カにミツバチの】ヒ上によつてアメリカ国内に埼ち込ま

れ ラメリカ国内へのダニ侵入ルートのひとつとなつた

と言われています アツア原度とされるフゼマ庵の一種

しヽ像詢"aa殉 ,2どもミッアヽチヘギイタダこと一緒に
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花勅交配用ミツ′ヽチ不足の理側

日本では護蚕のように国策とおびつくことがなかつ

たま蝶は H955年 (昭和 30年 )の室蜂振興法制定後も

有用昆虫の産業としてあまり注目をされなかつたと観

われます し かし 近 年 様 子が変わりました 1975

年 配 和50年 )代 を境に衰退を続ける日本の査蝉で輸

入女=蝶 は 19西 年憎3和 60年 )ごろから国内の施dS

園芸向け花粉交配用ミッ小チの不足‐4長 年補つていま

した 郷 D7年 (平成 H9年 )lH月  ま 州と日本の間

で締結されていた家姦衛生条件に不一致が生じたこと

から女王|●の輸入停止となり 施設国芸向けミツバチ群

の需結が狂いま した。その後 フゼマ庵 Nosema

d申 aseに関わる捜痩問題も生じ ミツフヽチ不足の騒動

となりました (図 2参 照)
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主なミッパチ利用者の施設固芸関係者が政府に事態

の改善を要望する直接行gDなどもありました アメリカ

の蜂群能壊lE候群(Cかony od apse d巾泡er CCD)

のニュースや出版物などにも彰響を受1, こ の 3年 余

り1ま環境問題がらみの話題も多くなりました このよう

な中で日本養蜂はうみつ協会の関係吉が養暉振興法の

改正を進め 20H2年 (平成 24年 )6月 20日 に成

立しました し かし 2013年 〈平成 25年 )1月 1



埼ち込まれた可能性も否定できす アメリカのミツ′ヽチ

大曇死 CCDの 原因に日本の指導的立場の養蝶関係琶

が関係した可能性があります

国内のミツバチ不足の騒ぎよアメリカのシャーナリ

ストによる出版物
″
F「u間os FAIク が翻訳 出 版された

2〕D9年 (平成 21年 〕書までは葦嘩業昇として無視

しているようrJ棲子でした ちょうど同じ時期に日本で

花粉交配用ミッパチの不足が起こリ アメリカの出版物
″
Fru Jo弱Fal″を院き写したような話題をマスコミと

研究者が更に広めました こ の出版物
"F「
uにoss F宙|″

は蜂蜜などの消費者に関ibのあるミツフヽテに投与され

る抗笙物質の情報や動植物の模項上の問題など十Ef比較

的りなく ミ ッ′ヽチと自然との関わりや霞栗被告rJどか

ら環境問題として提超されています
一方 こ の情報によリ ネ オニコチノイト系展票の名

前が知られるようになり 実際に起こったことが過大に

なつたり過」Wこ伝えられたりしました さらにアメリカ

の出版物の翻訳に協力し 日 本でも 「CCDが 起こる

起こりえる Jと言つF_研究者が 03Elと 日本の大量死

1調 係がない Jと 巧向転換しttrした そ して綴害を受

けたま蝶家の一き8は環境問題に発展させたり 業界関係

者として行政に要望したりしました。一おで国が燎ヨし

た緩票 E対 して 公的な植吾の対応を求めることに路階

する業界内の意見もあり 混沌とした状況が続きました

ま聾と慶業と生効時障

この経過でネオニE3チフイト系震要の具体的 詳網な

影響や絞喜の経績を一眼的に笙蜂雲や第三苦|こも判断

できるデーターや指標となる物差しのような情報はあ

りtrせんでした 昨年も 「FrJ作関1橋 に使用する粉剤を

水利剤に変えてもらつたが やや軽減したものの被富が

続いている Jと 嘆く声も聞きました こ のようrJ養蜂

業界と農薬業界のすれ違いのような現味を生物穣栗の
営及ではつた塵築残効データー作りで改きできるので

はないかと期待しています 指標となる検書の詳細な物

差しを見出し ネオニコチフイト系と一13されているよ

うな現状を変え 還度や時期な亡進1とした用法用Eこ 震

案使い分けを指導していただきたい こ の件は ぜひ展

薬の効力を見極めて使い分けてきた生効崎麟専門家の

皆様のお知恵をお惜りしたい重奎な一件です

野生から有用尾虫への道程
一万 振興法の中で豪退を続けたセイヨウミツ′ヽチ重

蜂に対して議含して虐げられ 明治期以降 生 産性がほ

いなどと省みられす|こ耐えていたニホンミツアヽチ カpS

000り ,は 1961年 (平成 2年 )以 降 各 地で自然発

生的に数多く票殖し 近年は愛好吉 飼育者が激増して

います 豪退して不足したセイヨウミッフヽチとは逆の繁

殖が進んでいる状況があります セイヨウミツバチ査蝉

葉琶から見れば 爆尭的に飼膏者が増えていると映って

いるようです

このニホンミツバチの特徴は日本古来の在来種であ

り 各 地で上害して生き振いていたため スズメバチや

雪生ダニなどの天散に強く 飼吉のための流生物算やダ

ニ斉Jも不要 生産される蜂蟹も有機生産物の規格にも臨

ね含致します 欠点はセイヨウミツバチに比べ 蜂雪の

生産景が少ない 飼 育中に逃亡する 飼 高管理法が完成

されていないなどです 技術面のミッパチ楠獲や飼高管

理法もフェロモン開発で前達しています

告鞄で■舌のミツパラとして生き抜いていたニホツ

ミッ′ヽチは一般の生活空間にも影響を与えます。近畿の

ある県では 養鮮業苦がミツ′ヽデ駆際を県から妾託され

て 有 はで話け負っているそうです そ の結果 年 間の

駆除作数が 303件 以上になり そ の多くがこホンミッ

パチであったと間いています これらのミツバチは駆腺

すれま 有 言r‐虫 衛 生喜虫でゴミとなります 楠 獲し

て飼青すれば 有 用昆虫として地域の資源となります

明i台期以降 生産性が低いなどと長年言われている二

ホンミツパチですが 総合的に見直せば セイヨウミツ

バチより陵れているように私には見えます セイヨウミ

ツパラの欠点は大量の砂婚を船 jとして与え 流 生剤

殺ダニ剤など葉を投与 高額の査韓器具と改善されない

董蜂環境など発展するには長年の38題が多くあること

です

激増しているエホンミッパチの飼育言十よお互い異業

裡で多くの経験と知層の実団のようにも見えます 今後

在来生物利用の慶業や奪林などの資病として 各方面へ

の発展が楽しみです。ぜひ 漢 薬と生物防瞬専P9家の

お々もニホンミツパチの飼吉にりと戦していただきたい。

19FF年 帽召利30年 )[置蝶振興法が制定された以降

セイヨウミツバチ業書は山野の朽望を業界が行政と関

わる組籠で縄張りとも見える89り決めをつくり 長年占

有していました そ してセイヨウミツパチ業者同士が

代々にわたって菫源を受け継ぎ 競含し 互いにけん制

して業界の発展を自らが阻言していました 現在 土舌

の地元ニホンミッ′ヽチ飼膏着はこのよそ者のセイヨウ

ミツ′ヽチ業吉の蜜源を岳出て徐々に取り戻していると

間いています 叡年前に日本養蛭はちみつ協会が取りま

とめた各都道府県の各支旨[からの行政に対する要望琶

の案件にはニホンミツパチに関する問題提起が全国の

6-7割 ほどの支部4」ら出されていました 1985年

イ昭和60年 )に開催された第二十回国際董蟻会議 名 古

屋大会で日本霞暉 ようみつ協会関係者や太学関係琶rJ

とにより大会決議された一環目の「ニホンミツパチの保

護Jの意義は 国際的な決滋から25年 以上経過した今

すでに反改になり 忘 れ去られてしまったようです。
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改正ま野振興法以後 室 摩の行方

ラ回の法律改正でセイヨウミツアヽチ業界はこの事票

を襲はして 飼 育の届出議務を強にし 三ホンミッ′▼

飼奮きをミツバチの仲間として業界に取り込む意向と

いわれています し かし 長年の蜜源占有問題や産地偽

装や抗生物質やダニ剤の舌t用などの問題がある業界と

ニホンミツパチ卸育者が競台することなく お互しVこ親

しみを持つ視点や共存するような飼育環境を持つこと

は容易ではないと思われます ま た 蜂 群管理の確保や

国や地方の公共団体による蜜源植物保題施策など改正

重蝶振興法の内容から見て 補助金行政システムが上手

く組み込まれたセイヨウミッバチ業界のための改正の

ように8え ます 長年の蜜源占有問題に関わる熔群配置

の適正1ヒではより強化され 現はを維持する配構がされ

ています。

明治時代から文明開1との革新的な癒業技術の一つと

して発展したセイヨウミッ′ヽチ菫揮ですが 現在て|さ閉

錬釣となつたこの業界のう後の発展によ公平な偏らな

い情報の提供や公関は不可欠です そして両書の適tF_

別々の方向を増よ 批判し 崩い合いながら 農 業関係

者と消費者の目で公平な選別がされることが爵良と8

つております

最後のスライトから

HO月 Hヽ日 の講演で映した最後のスライトよ世界で
一番有名な養蜂家エ ドモン ト と ラリー卿 (S「

Edmund H‖ oけ)と のg菓 です。ニューシーラントの

初代養蝶協会の息子であつたヒラリーIP」は 打963年 に

世界最高峰エベレストにシェルパのテンジン フルゲイ

(Tenttns Norgay)と共に登頂を果しました そ の肖

像はニューシーラント都樽にも見ること●tできます

ニューシーラントは日本のま蜂家が最も手本とする

べき国です 伝 統を重んじ 鎌 虚な人福のヒラリー卿

はこの国で安蝶発展の原動力にもなりました その重蟻

技術ほニュージーラントの海外技術援助の得憲哀のひ

とつになつています
一方 日本の蟹llt業界は畜産行政関係書から「お荷効J

と批S平されることがあります。以前から 「虫けら」と

しか 見 られていないような事も多くありました。

しかし 一般にはミツ′ヽチに鋼しみを感じて 控して

いたたいている方々もいます 2年 ほど前 テ レビ番組

で画家 熊 日千佳慕氏が好きな虫を間tJれ 「ミッパチ

です 」とのお答えがありました ま 蝶業界自身にもミ

ツバチと同様に好志を持たれるような姿勢と同国の期

lJを衷切らない対応が求められます。

近年 マ ルハナAチ の普及に伴しヽ 「虫けらJの イメ
ーシカ墳 わったように稼いtrす 1995年 (平成7年 )

頃から 盛 陽の担当者や宅配業者の方が実箱を見て 「3

ちさんJと呼び始めました 見る目な至わったのでしょ

つ

マルハナバチの彗及に続いて 拡がっている主物震薬

技術では一般的な展粟の使用目的 「必殺Jに  生 物履煎

を維時するための 「必生 (ひっせい)」が加わったと見

えます 重 蝶家のなりわいはミツバチ相手に 細 菌には

抗生剤 窃生ダニには殺ダニ剤 ス ズメバチには楠殺な

どと 「嚇生Jと 「以殺Jを 年中緑り返しています 講 演

を間しヽていただいた虫好きで 町 殺Jと 「財生Jを 使い

分け 第二者としての鋭い目をお持ちの方々から 4母来

窪蜂向きの究極 「Ll生」飼若やニュアルと総台釣病害虫

管理 OPlli nttg 4fm偽 車 M。内。印 ment)が 見出

され 提案されることがあるのではないかと期待してい

ます

今回の議演と寄稿の機含を与えていただいた和国様

根本様 中 村様に感謝いたします ありがとうこざいま

した
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講演会のお知らせ

下記のとおり生物的防除部会平成24年 度第 3回 話,寅会を開催いたします。会員の営

様によ定非ご参加くださいますよう お 願い申しあ1すます

口  時    平 成25年 2月 15日 (金) 午 後3時 ～同5時 30分

場  所    東 京寝業大学世日谷キャツパス2号 億3階  国 際農業関発学科会議室

路  浸    演 憲1 喉 観植物を利用した吾虫崎臨技術の開発」

永井―ヨ氏  (岡 山県農ヽ水産鶴台センター 生 初科学研究所長)

演題2「 キイロテントウによるうどん粉病崎臨J

M● Yo」 ng、 utょぉ  ([nMronrno嗣 Agrむ utturo R栄 幻arch

D巾占ion Gン eongg do AgHoul的 問 Rttareh and巳 《onsbn

艶 取Fぃ  降 bu倒 o of Ko中 a)

なお 講浸室終了後 演者を圏んでの標親室 (会策打CXICl円)を予定しています

ぜひご参おoください

発行 東 京産業大学密台研究所研究室

生駒的崎臨剖ミ (代表 和 臼哲夫う

〒156-3● 02 葵 京静せ臼谷区桜 ⅢⅢ Ⅲ

TEし 03-5477-2411(直 通)

●AN 06-04ヤ ヤー4032

o man t3adattOnodoiacip
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